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 報道関係者各位 

佐賀県 武雄市役所 

めぐみの水・わざわいの水 

水共生学公開シンポジウムが開催されます 
 
令和３年７月に協定締結しました武雄市と九州大学大学院地球社会統合科

学府との連携協定に基づき、これまで九州大学で研究されてきた「水共生学」
について研究フィールドを武雄市に設定いただき、研究いただいております。 
つきましては、その研究の報告等や市民の意見を伺うための公開シンポジウ

ムが別紙のとおり開催されますので、貴社からの取材について、何卒よろしく
お願いします。 

 

 
 

 水共生学公開シンポジウム 
 
  〇日時 令和 4 年 11 月 6 日(日) 13：00～17:00 
    
  〇場所 武雄市役所 1 階ホール 
 
  〇内容 研究報告 13：30～15：00 
      パネルディスカッション 15：20～16：50 
      ※詳細は別紙チラシをご参照ください。 
 
 

― 本件に関するお問い合わせ先 ― 

武雄市企画部企画政策課 TEL ０９５４－２３－９３２５ 
 

News Release 



https://mizu-kyosei.net/

科学研究費助成金 学術変革領域研究(A)
「ゆらぎの場としての水循環システムの動態的解明による水共生学の創生」

＜第一部＞
13:30ー15:00

15:00ー15:20

渡部 哲史（京都大学）

鬼倉 徳雄（九州大学）

藤岡 悠一郎（九州大学）

三隅 一人（九州大学）

「武雄における水循環のゆらぎとその影響」
  
「佐賀平野のクリーク網は日本の宝」
  
「水をめぐる文化の行方」
  
「災害と地域社会　武雄市民調査から」

休憩

＜第二部＞ パネルディスカッション
15:20ー16:50

16:50ー17:00

・佐賀水ネット・六角川代表　　　　　  井上 一夫氏
・一般社団法人「おもやい」・事務局長　千綿 由美氏
・佐賀県立白石高校・教員　　　　　　 鶴田 順一郎氏
・佐賀県立宇宙科学館・学芸員
・日本学術振興会特別研究員（ＰＤ）　　山口 祐香氏

鬼丸 武士（九州大学）
モデレーター

パネリスト

閉会挨拶

・わざわいの水めぐみの水
共生共生のこれまでとこれから武雄での

主　催
科学研究費助成事業 学術変革領域研究(A)「ゆらぎの場としての水循環システムの動態的
解明による水共生学の創生」
共催：佐賀県武雄市
　　 　九州大学大学院地球社会統合科学府／アジア・オセアニア研究教育機構／共創学部
　　  ／未来共創リーダー育成プログラム

無 料
要事前申し込み
定員100名
※空席があれば
当日参加可能です

日時

会場

13時00分～17時00分2022年11月6日日

武雄市役所1階ホール（最大100名程）
佐賀県武雄市武雄町大字昭和12番地10

プログラム
12:30　　　　　 開場
13:00-13:10　　開会挨拶
13:10 -13:30　　趣旨説明・研究紹介

荒谷 邦雄（九州大学・領域代表）
「水共生とは何か？」

https://forms.gle/HcdHqXCcgBvHhDXP9申し込みフォーム

水共生学　公開シンポジウム


